




















































１ 評価を行うに当たって …… 1
２ 評価の観点と評価規準の設定 …… 4
３ 評価に関する事例 …… 7
事例１ 「情報発信・自己探究 （第３学年） …… 8」
各校で定めた「育てようとする資質や能力及び態度」を踏まえた観
点を定め，学習状況を評価した事例
事例２ 「 いのち』を見つめる－個人研究－ （第１学年） ……14『 」
各教科の評価の観点との関連を明確にした観点の事例




















































































































































































































































１ ガイダンス グループワークによる地域探検 グループワークによる地域探検 ２年次の研究課題
年 (３時間) １(１３時間) ２(１３時間) の設定(６時間)
課題研究(アンケート･フィールドワーク)
２ アンケートとフィールドワーク アンケートとフィールドワーク 研究のまとめ・発表
年 による調査・研究１(１３時間) による調査・研究２(１３時間) (９時間)
情報発信・自己探究


















評価の観点 学習方法 自分自身 他者や社会と
のかかわり
表現力 計画実行 将来展望 他者理解
単元の ①地域貢献に関する自 ①論文のテーマに対 ①自分が生活する地 ①リーフレットの内容
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評価規準 分の考え，及び自分自 して内容が妥当であ 域の将来を考え，地 を，地域に役立つもの
身の成長について，相 るかを検討しながら 域の一員としての自 にするために，他者の
手や目的に応じて，構 改善計画書を作成し，己の在り方生き方に 意見を参考に修正して
成や展開を工夫し発表 論文を修正している。ついて文章にまとめ いる。
している。 【②－イ ③－ア】 ている。 【②－エ ③－イ】













｢論文に 論文の評価 ○２年次の課題研究の成果をまとめた論文の評価 計画
よる情報 (３時間） 会を開催し，文章表現や内容に関する疑問点や問 実行 自己評価・相互評価






｢リーフ 校内発表① ○研究成果を地域に役立つ内容のリーフレット（Ａ 他者
レットに クラス内で ４サイズ）にまとめる。 理解 観察評価












地域の文化 用例などを記したカードを作成し，研究成果の概 実行 制作物の評価













学習のま まとめ を他者が見たときにも分かりやすいように整理す 展望 制作物の評価


























































































































（１） 単元名 「『いのち』を見つめる ―個人研究―」（第１学年 全３５時間）
（２） 年間指導計画における本単元の位置付け
「いのち」を見つめる ―個人研究―
1 個別課題研究Ⅰ 個別課題研究Ⅱ まとめ
年 「個別課題を設定し調査しよう」 「個別課題を追究し深めよう」 （４時間)
(16時間) ～クラス別～ （15時間） ～分野別～
「つながり」を見つめる ―グループ研究―




３ 共通課題研究Ⅰ 分野別討論会 まとめ
年 「分野の課題を設定し，プレ討論を 「討論会を重ねて，分野の課題に切 （４時間)





















観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技 能 知識・理解
単元 ①自分の興味関心の ①「いのち」に関し ①個別課題をまとめ ①「いのち」に関し
の 方向を探り，社会的 て収集した情報を， たレポートを，視覚 て，様々にアプロー
評価 な事柄や生活の中か 複数の視点から考え に訴える資料に再構 チしている他者の意
規準 ら，「いのち」の価 たり，自分の生活と 成して提示し，聞き 見に耳を傾け，「い
値に結び付く適切な つなげたりして，多 手に応じて分かりや のち」に対する理解
課題を設定しようと 角的にレポートにま すく論理的に発表し が深まっている。
している。 とめている。 ている。 【②－オ























































































（１）単元名 「myキャリアstageⅡ」 （第２学年 全３５時間）
（２）年間指導計画における本単元の位置付け
myキャリアstageⅠ1 私の未来予想図① ～様々な職業を知る～ 私の未来予想図② ～関心のある職業を明ら年 （１０時間） かにする～（２５時間）
myキャリアstageⅡ２ インターンシップ① ～訪問先の情報を収 インターンシップ② ～訪問先のパンフレッ年 集し分析する～（１５時間） トを作成する～（２０時間）


















評価の よりよく問題を解決 学び方やものの考え方 主体的，創造的，協同 自己の在り方生き
観点 する資質や能力 的に取り組む態度 方
①学習活動で得られ ①一般企業の会社案内 ①職場取材での体験を ①職業に対する自
た気付きを基に，職 等の情報をＫＪ法的手 交流し，他者の気付き 己の特長を多面的
単元の 業に対する自己の考 法で分析し，社会的役 を受け入れ理解してい 多角的に考察し，
評価規 えをレポートにまと 割など訪問の際の視点 る。 自己PR書を書いて
準 めている。 を明らかにしている。 【②－エ ③－ア】 いる。
【②－イ ③－イ】 【②－ア ③－イ】 【②－ア ③－イ】
②２回の体験を基 ②講師の話を基に他社 ②作成したパンフレッ ②夢の実現に向け
に，社会とのつなが の会社案内を分析し， トを評価し合い，他者 たこれからの高校
りなどが伝わる会社 訪問先のパンフレット のアイディアのよさを 生活の在り方につ
のパンフレットを作 の案のデザインを工夫 認めたり自己の取組に いて，体験を基に
成している。 して作成している。 生かそうとしたりして 主体的に文章にま
【②－イ ③－ア】 【②－ア ③－ア】 いる。 とめている。







































































































































２ ２ 文 科 初 第 １ 号
平成２２年５月１１日
各 都 道 府 県 教 育 委 員 会
各 指 定 都 市 教 育 委 員 会




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































区分 学年 １ ２ ３ ４
ホームルーム
整理番号
学 籍 の 記 録
ふりがな
性 入学・編入学 平成 年 月 日 第１学年 入 学
氏 名 別 第 学年編入学
生
生年月日 平成 年 月 日生 転 入 学 平成 年 月 日
徒
現住所
転学・退学 平成 年 月 日
ふりがな
保
氏 名 留 学 等 平成 年 月 日
護 ～平成 年 月 日
者 現住所
卒 業 平成 年 月 日
平成 年 中学校卒業
入学前の経歴 進 学 先






年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
区分 学年 １ ２ ３ ４






教 科 目 修得単位数 教 科 目 修得単位数 教 科 目 修得単位数
科 の計 科 の計 科 の計
国語総合 〃 お 情 〃
国 家
略 〃 い 報 〃
語 庭
〃 〃 て 福 〃
各 地 〃 情 〃 開 祉 〃
理
学 歴 〃 報 〃 設 理 〃
史
科 〃 〃 さ 数 〃
に 〃 学 〃 れ 体 〃
公 校
共 〃 設 〃 る 育 〃
民 定
通 〃 教 〃 各 音 〃
科
す 〃 〃 教 楽 〃
数
る 〃 〃 科 美 〃
学
各 〃 農 〃 ・ 術 〃
教 〃 業 〃 科 英 〃
理
科 〃 主 工 〃 目 語 〃
科
・ 〃 と 業 〃 〃
学
科 保体 〃 し 商 〃 校 〃
健育 設
目 〃 て 業 〃 定 〃
教
〃 専 水 〃 科 〃
芸
〃 門 産 〃 〃
術
〃 学 家 〃
総合的な学習
外 〃 科 庭 〃 の時間
国 〃 に 看 〃
留学
語 〃 護 〃
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様式２（指導に関する記録)
生 徒 氏 名 学 校 名 区分 学年 １ ２ ３ ４
ホームルーム
整理番号
各 教 科 ・ 科 目 等 の 学 習 の 記 録
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 修
評 修 評 修 評 修 評 修 得
各 教 科 ・ 科 目 等 得 得 得 得 単
単 単 単 単 位 備 考
位 位 位 位 数
定 数 定 数 定 数 定 数 の
教科等 科 目 等 計

































































生 徒 氏 名







特 別 活 動 の 記 録
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

















出 欠 の 記 録
区分 授業日数 出席停止・ 留学中の 出席しなければ 欠席日数 出席日数 備 考








区分 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
ホームルーム
整理番号
学 籍 の 記 録
ふりがな
性 入学・編入学 平成 年 月 日 入 学
氏 名 別 編入学
生
生年月日 平成 年 月 日生 転 入 学 平成 年 月 日
徒
現住所
転学・退学 平成 年 月 日
ふりがな
保
氏 名 留 学 等 平成 年 月 日
護 ～平成 年 月 日
者 現住所
卒 業 平成 年 月 日
平成 年 中学校卒業
入学前の経歴 進 学 先





区分 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度






教 科 目 修得単位数 教 科 目 修得単位数 教 科 目 修得単位数
科 の計 科 の計 科 の計
国語総合 〃 お 情 〃
国 家
略 〃 い 報 〃
語 庭
〃 〃 て 福 〃
各 地 〃 情 〃 開 祉 〃
理
学 歴 〃 報 〃 設 理 〃
史
科 〃 〃 さ 数 〃
に 〃 学 〃 れ 体 〃
公 校
共 〃 設 〃 る 育 〃
民 定
通 〃 教 〃 各 音 〃
科
す 〃 〃 教 楽 〃
数
る 〃 〃 科 美 〃
学
各 〃 農 〃 ・ 術 〃
教 〃 業 〃 科 英 〃
理
科 〃 主 工 〃 目 語 〃
科
・ 〃 と 業 〃 〃
学
科 保体 〃 し 商 〃 校 〃
健育 設
目 〃 て 業 〃 定 〃
教
〃 専 水 〃 科 〃
芸
〃 門 産 〃 〃
術
〃 学 家 〃
総合的な学習
外 〃 科 庭 〃 の時間
国 〃 に 看 〃
留学
語 〃 護 〃
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様式２（指導に関する記録)
生 徒 氏 名 学 校 名 区分 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
ホームルーム
整理番号
各 教 科 ・ 科 目 等 の 学 習 の 記 録
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 修
評 修 評 修 評 修 評 修 評 修 評 修 得
各 教 科 ・ 科 目 等 得 得 得 得 得 得 単
単 単 単 単 単 単 位 備 考
位 位 位 位 位 位 数
定 数 定 数 定 数 定 数 定 数 定 数 の
教科等 科 目 等 計

































































生 徒 氏 名







特 別 活 動 の 記 録
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度













出 校 の 記 録
区分 出 校 日 数 備 考
年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
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